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大豆開花期の収量と品質 ～栽植密度が収量・品質に及ぼす影響～
小形恵美・柴田康志※・横山克至X・ 森静香※・安藤正X・ 藤井弘志X

(山形県最上総合支庁最上農業改良普及センター、
※山形県農業試験場庄内支場 )

Growth and Yleld Duhng Flowe五 ng Penod of“ybean～ Effect of Plantlng donslty on"eld and quahけ ～

Meguni 00ATA, Yasushi SHIBATAX, Katsushi YOKOYAllAX, Shizuka MORIX, Tadashi ANDOX and Hiroshi FU」 IIX

(logmi Agricultural Extension CenteL Shonai Branch,Yalnagata prefectural Experillent Statioさ )

1 は し め に

転作大豆の本作化に伴い作付面積も年々増加するとと

もに、安定的な収量・品質を得ることが重要な課題とな

つている。収量を決定する要因の中で、葵数は収量との

相関が高く、大数の決定要因、決定時期は大豆の栽培体

系の中で重要な要素であると考えられる。そこで、大豆

の開花期の生育量を7月 15日、8月 1日 (開花期)に間

引きを行なうことによって変え、業数、子実重にどのよ

うな影響が出るか試験を行つた。

2試 験 方 法

(1) 試験場所 :山形県庄内支場内転換畑

(転換 2年目、前作 :大豆 )

(2) 供試品種 :スズユタカ、 リュウホウ

(3) 区の構成 :

株間 :10cn、 15cllN 20cム 25cln.30cn

畦間 :65cln  l株 2本立て

間引き時期 :7月 15日、8月 1日

間引き方法 :株間 10cll.15cllN 20cln、 25cnの 2

本立てを 1本立てに間引いた。ま

た、株間 10cln.15clnを 株間 20cЩ

30cnに 問弓ルヽ た。

(4) その他は慣行に準じる

3 試験結果及び考察

閲花期の乾物重と共数の関係は乾物重が重くなる

と奏数が増える傾向にあったが、スズユタカにおいては

同程度の乾物重でも葵数の変動が認められた (図 1)。 葵

数と子実重の関係は共数が増えると子実重が重くなる

傾向にあった (図 2)。

葵数、子実重は、間引きをしない場合 栽値本数が多

くなると子実重が重くなる傾向にあった (図 3,4)。 開花

期で同じ栽植本数の区を比較すると、間引きの有無に関

わらず、同程度の爽数、子実重を確保し、間引き時期、

間引き方法による変動はみられなかつた (図 5～ 8)。

百粒重は開花潮で同じ栽植密度の区を比較すると植

込み本数が 2本の場合は開花期で間引いたものが大きく、

1本の場合は7月 15日 に間引いたものが大きくなる傾向

にあった (表 1)。

以上により子実重は、開花期の栽値本数による影響は

あるが、開花期の乾物重の影響は少ないと考えられた。

その要因として、今回の調験で用いた開花期の乾物重は、

過剰生育により収量が減収するとされる400g/ポ以上

になっていないことが考えられる。

また、百粒重については開花期の栽植密度による変動

は少ないが、植え込み本数による影響は大きいと考えら

れた。今回、開花期の生育量を乾物重によって変えても

業数の変動が少なかったが、間引き後受光体勢が改善さ

れ、開花期以降の乾物重の増加が大きかったためと考え

らオιる。

4 ま と め

開花期の乾物重と葵数の関係は、乾物重が重くなると

葵数が増える傾向がみられたが、同程度の乾物重でも葵

数の変動は認められた。奏数と子実重の関係は、業数が

増えると子実重が重くなる傾向にあった。

栽植本数と薬数、子実重は、間引をしない場合 栽植本

数が多くなると増加し、開花期で同じ栽植本数の区を比

較すると問引の有無に関わらず、同程度の薬数、子実重

を確保した。
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